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校長 長谷川陽子  

１１月２９日、所沢市長 小野塚勝俊様、所沢市教育委員会教育長をはじめ、多くの来賓の方・地域

の方々にご参列いただき、創立１５０年周年記念式典を行うことができました。 

 以下に式辞の一部を紹介します。（式典には、在校生代表として 5年生と 6年生が参加しました。） 

この「創立１５０周年式典」は、南小学校を大切にしてくださった多くの方々の気持ちに思い

を寄せ、心から感謝する場であると同時に、これまで、引き継がれてきた心のバトンを受継ぎ、

これからの時代を、よりよい未来へと切り拓いていく誓いを立てる場であると考えます。 

本校は、明治７年、久米村に久米学校として児童数５０名で民家を借りて開校しました。明治

２４年には、永源寺へ移り、明治３３年には、今の南陵中の地で吾妻尋常小学校となりました。

昭和２８年、南陵中の場所から現在の場所へ南小学校と校名を改称し、引っ越してきました。そ

の時、椅子や机を運んだことを覚えている方がいらっしゃると伺っております。この年の、１１

月２０日が南小の開校記念日となりました。 

このように、１５０年前から明治、大正、昭和、平成、令和と５つの時代を重ねてきました。

その時代、その時代に未来の南小に思いを寄せ、努力してくださった多くの方のご尽力のおかげ

で、私たちは今ここにおります。 

５年生６年生のみなさん。今から５０年後の２００周年の際、みなさんは何歳になっています

か。今後、５０年間の時代を切り拓いていくのは、今ここにいるみなさんです。みなさんには、

南小学校で学んでいることに誇りを持ち、常に自分をみがき続け、社会で活躍する人に成長して

いってほしいと願っています。そのためには、１５０年前の子どもたちと同じように、みなさん

も毎日、全力で学ぶことが大切です。未来は突然やってきません。日々の努力が未来を創ってい

くのです。伝統ある南小学校を引き継ぐみなさんに期待します。 

午前中の校内音楽会のオープニングでは、卒業生と愛校会の皆様から、みなみん絵描き歌の作詞・作

曲・演奏とアニメーションのプレゼントがありました。“150周年のお祝い”に、愛校会・PTAから、

記念誌、クリアファイル、体育館前の花壇の改修、記念碑「豊かな心」、河津桜をいただきました。 

愛校会・PTA・保護者・地域の皆様、そして卒業生の皆様ありがとうございました。これからも、こ

の吾妻地区の宝であるこどもたちを育てる責任と記念碑の「豊かな心」を胸に、本校のさらなる発展に

職員一同努力してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１５０周年記念誌 体育館前の花壇 記念碑「豊かな心」 みなみん絵描き歌 

 

   

 

学校だより 

学校教育目標    心豊かな子    明るい子  考える子  たくましい子  

児 童 数      750 名（11 月 30 日現在） 

 

 


